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昨
年
一
〇
月
、
伊
吹
山
麓
の
「
峠
の
シ

シ
垣
」（
小
泉
・
大
久
保
）
を
、
市
の
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。
伊
吹
地
区
と
小
泉

地
区
を
結
ぶ
県
道
の
東
側
、
標
高
約
３
０

０
ｍ
前
後
の
台
地
状
に
張
り
出
し
た
通
称

「
峠
」
と
呼
ば
れ
る
農
耕
地
に
、
江
戸
時
代

の
農
民
た
ち
が
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
被
害

か
ら
大
切
な
耕
作
地
を
守
る
た
め
に
作
っ

た
石
垣
が
、
延
長
約
２
km
の
規
模
で
良
好

に
残
っ
て
い
ま
す
。

農
耕
地
に
侵
入
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
、
一

夜
で
農
民
の
苦
労
の
作
物
を
食
べ
つ
く
し

て
し
ま
い
ま
す
。
踏
み
込
ま
れ
た
稲
田
は

無
茶
苦
茶
に
倒
れ
、
稲
穂
が
泥
に
つ
か
り
、

獣
の
臭
い
で
収
穫
で
き
ま
せ
ん
。
江
戸
時

代
に
お
け
る
獣
害
の
防
除
に
は
、
駆
除
、

追
い
払
い
、
侵
入
防
止
、
作
物
の
選
択
、

環
境
整
備
、
さ
ら
に
は
神
頼
み
と
し
て

「
守
り
札
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
て
獣
害
対
策
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
駆
除
に
は
、
対
馬

つ

し

ま

藩は

ん

が

元
禄

げ

ん

ろ

く

一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
か
ら
九
年
間

お
こ
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ
の
せ
ん
滅
の
よ
う

な
大
規
模
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
複
数

の
村
が
狩
人
を
雇
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
を
仕
留
め
た
場
合
に
褒
賞
を
支
払
っ
た

事
例
が
あ
り
ま
す
。
追
い
払
い
は
、
夜
間

に
田
畑
を
農
民
が
見
守
り
、
大
声
を
あ
げ
、

音
を
立
て
て
追
い
払
う
も
の
で
す
が
、
次

の
日
の
農
作
業
に
影
響
し
て
、
大
き
な
負

担
に
な
り
ま
し
た
。
大
清
水
・
坂
口
（
弥

高
）
・
上
野
で
は
嘉か

永え

い

六
年
（
一
八
五
三
）

に
、
大
が
か
り
な
猪
鹿
追
い
を
お
こ
な
い
、

上
野
か
ら
一
三
九
人
が
出
役
し
て
い
ま
す
。

追
い
払
い
対
策
と
し
て
有
効
な
の
は
「
威お

ど
し

鉄
砲

て

っ

ぽ

う

」
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
音
と
火
薬
の

臭
い
を
嫌
い
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、

鉄
砲
改
め
や
証
文
、
貸
与
の
願
出
な
ど
の

文
書
が
各
地
に
残
っ
て
い
て
、
伊
吹
区
の

古
文
書
に
は
、
領
主
浜
松
藩
役
所
宛
て
に

「
猪
鹿

し

し

多
分
ニ
出
、
田
畑

で

ん

は

た

作さ

く

毛も

う

喰
イ
荒
シ
申

シ
候
。
ソ
ノ
上
狼
徘
徊
仕

お
お
か
み
は
い
か
い
し

候
そ
う
ろ
う

ニ
付
、
威お

ど
し

ト

シ
テ
」
鉄
砲
三
挺
を
村
で
所
持
し
て
い
る

こ
と
を
届
け
て
い
ま
す
。
鉄
砲
に
は
玉
を

込
め
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
鉄
砲
は
農
具

な
の
で
す
。
同
じ
伊
吹
区
で
収
集
し
た

「
シ
シ
ツ
キ
ヤ
リ
（
猪
突
き
槍
）」
は
、
鉄

製
の
刃
渡
り
二
九
・
八
cm
、
幅
二
cm
、
断

面
は
平
た
い
三
角
形
の
細
身
の
も
の
で
、

長
さ
二
〇
四
・
八
cm
の
竹
製
の
柄
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
駆
除
・
捕
獲
の

た
め
に
常
備
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

シ
シ
垣
に
は
、
個
人
の
耕
地
を
守
る
小

規
模
な
も
の
か
ら
、
村
の
耕
地
を
囲
う
も

の
、
村
々
を
結
ん
だ
長
大
な
も
の
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
構
造
は
、
木
や
竹
を
用

い
た
木き

垣が

き

と
石
積
み
の
石
垣
、
地
面
を
掘

り
、
土
を
積
ん
だ
土ど

垣が

き

が
あ
り
ま
す
。
山

側
に
は
シ
シ
垣
に
沿
っ
て
堀
が
掘
ら
れ
、

落
し
穴
を
作
っ
て
イ
ノ
シ
シ
を
誘
導
し
て

捕
獲
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
近
江
で

は
、
旧
坂
田
郡
、
犬
上
郡
、
愛
知
郡
、
神

崎
郡
、
蒲
生
郡
、
高
島
郡
、
滋
賀
郡
に
シ

シ
垣
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
石

垣
の
シ
シ
垣
は
、
石
材
を
簡
単
に
調
達
で

き
る
場
所
に
築
か
れ
て
い
て
、
湖
東
で
は

湖
東
流
紋
岩
、
比
良
山
麓
で
は
花
崗
岩
、

峠
の
シ
シ
垣
や
霊
仙
山
中
で
は
石
灰
岩
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
構
築
年
代
は
、
元
文

げ

ん

ぶ

ん

元
年
（
一
七
三
六
）
の
滋
賀
郡
栗
原
の
事

例
が
最
も
古
く
、
宝
暦

ほ

う

れ

き

九
年
（
一
七
五
九
）

の
犬
上
郡
佐
目

さ

め

か
ら
、
文
政

ぶ

ん

せ

い

七
年
（
一
八

二
四
）
の
坂
田
郡
小
泉
ま
で
の
六
五
年
間

に
一
〇
ヵ
所
で
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
ろ
、
新
田
開
発
に
よ
り
山
地
が
開
か

れ
野
生
動
物
と
の
接
触
が
増
え
た
よ
う
で

す
。
今
日
も
獣
害
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
シ
シ
垣
に
見

ら
れ
る
先
人
の
知
恵
や
団
結
力
、
農
地
を

守
る
気
持
ち
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
文

化
財
で
す
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

野
生
動
物
と
の
攻
防
・
シ
シ
垣

―
新
指
定
文
化
財
①
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
96

江
戸
時
代
の
獣
害
防
除

近
江
の
シ
シ
垣

▲シシ突き槍（伊吹山文化資料館）


